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最近における

地質調査用機械器具の試作品の紹介

まえがき

最近における地質調査研究は室内研究から野外にお

ける調査研究に至るまでその対象か広範囲に校るとと

もに理化学機械類の構造性能などの急速な進歩発展

と相まってますます機械類を使用しての研究が盛んに

なってきた｡そのため時としてこれら調査研究に適し

た市販にはない機械器具類の試作を必要とすることも多

くなってきている.そのほかにも既に使用申の機械器

具類の補修調整を行なわ校ければならないことカミある

が特殊技術課試作係ではこれらの業務にあたっている.

試作を行なうための設備について

試作室の設備としては工作機械を主体として熔接塗

装などに至るまで出来る様になっている.その内容は

つぎのとおりである.

旋盤3尺型2台4尺型1台

6尺型3台12尺型1合

パイプ旋盤1台合計8台

型削盤1合ボｰル盤3合

フライス盤2台砥石切断機1台

砥石車2台電動銀盤1台

特殊技術課試作係

最近における試作品の紹介

1.簡易小型試錐機の試作について

この試錐機の使用目的は地表下30m位までの浅所の地

質を数多くの地点で調べることや地温調査をおこなう

目的で試作したものである.このため六機の特徴は軽

量であり移動に便利で操作も簡単に出来るようにした.

試作1号機はカナダのx-ray型試錐機をモデルとして研

究目的を充分果せるように設計試作されCK-1Iと名

づけ主として未利用資源の砂鉄調査で活用した.

その後小型試錐機の利用価値が認められCK一■を更

に改造する必要カミ生じた.その理由はCK-1I型は①

エンジンの位置カミ機械の上部であるためバランスが悪く

不安定である.②ミッショントルクカミ弱くカ不厘であ

る.この二つの欠点を改造するためCK-nの改造型

を製作するに至った.その内容はエンジンを底部に設

置しミッションをその上部におき出力回転を更に上部

の回転主軸に伝えるようにした.この機械はCK一皿

と呼んで地熱ウラン調査で活躍した.又その後この

機械とな別に更に簡便な5m～10m程度のボｰリングに

便利な機械を試作した｡これをCK-1Vと呼んで現在

地温調査浅所の地質調査などに使用され今後CK一皿

と並び期待のもてる試作品の一つである.

以上のほか電動鉄板切断機酸素熔接機電気熔接機

塗装器などが設備されている.

各機の性能構造は次のとおりである.

第1図CK一皿型試錐機

第2図

CK一皿型試錐機

第3図CK-IV型試錐機�
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第5図榴曲モデル実験装置機構図

第4図榴曲モデル実験装置

�1･･一皿�1･･一皿�1�CK-W���

掘進能力�30m�50m�15m����

スピンドル内径�38mm�38㎜m�38mm����

本体重量�80kg�98kg�58kg����

最大分解重量�27kg�34.5kg�9.5kg����

原動機(ガソリン)�4.5肥�5.O肝�2.O肥����

原動機回転数�1,600r.p.m.�1,800r.P.㎜.�1,600r.P.m.����

スピンドル回転数�ユ20r-P.m.������

�～�120r.P.m.�400r.p.m.����

��～�{����

�〰�倮洮�〰�倮洮�〰�倮洮��

�In1n�m�工皿工皿�血�m�m�m

機高×幅×長さ�1.O×0.7×O.65�1.OxO.69×O.65�O.85×O.5×O.6����

フレｰム材料�型鋼溝型鋼�型鋼溝型鋼�角パイプ����

2.摺曲モデル実験装置

この装置は所定の厚みをもった粘土の供試体を板の上

に載せこの供試体の中央部を下方より微速度で押し上

げどのような榴曲を生じ｡るかを観測するものである.

試料載荷板は200mm×200mmの可動板とその両側に

接している400mm×400mmの2枚の固定板からなっ

ていて全体は1,400mm×400mm一の黄銅板テｰブル上

に取付けてある.なお載荷板は黄銅材であり供試体が

直接金属板に接することを避けるためプラスチック板

が張られてある.載荷板の微動装置についてはこれ

と連結してあるラックギヤｰを通じテ』ブル下の機械機

構につながっている.機械部分の主な仕様は次のとお

りである.

第6図噴気密度測定装置
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載荷板上下微動速度0.23皿m/min～5.0mm/min

動力単相100W電動機を使用した無段変速機

出力回転数0.33～3.3r,p.m.

変速装置大小窟車組合せ

装置の大きさ1,400mm×400mn

テｰブルの高さ300mm全重量135}g

この装置を完成後実験を重ねるにつれ垂直動のほか
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第7図蒸気採取用特殊注射器

第8図地熱熱量計�
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に試料の両端から中央に向う水平動の必要が生じ改造を

しなければならなくなった.そのため変速機直結の横

主軸の回転をその上部にもうけたもう一本の横軸に伝え

テｰブルの両端でテｰプノレ上に取付けた左右水平動板

(この板は試料載荷板と直角になる)を正ネジ道ネジ棒

で連結それを回転させ固定されたメネジ内を走らせ左

右微動を与えるようにした.その速度は｡.2mm/min

～20.0mm/minとした.

3.噴気密度測定装置および地難熟嚢計の試

作

この装置は地熱調査研究グルｰプで野外における地

熱地域で基礎的研究のための地熱噴気密度測定装置が必

要と注り考案試作したものである.これは噴気孔より

噴出する蒸気を自然のままの状態で取出すための装置で

この主体は7図のような特別注文した注射器を用いニ

ケ所の吸入口を吸入口と送出口に利用するためテフロン

材で弁をつくり吸入した蒸気を他の口から送り出すよう

な装置を試作した.もちろん採取した蒸気の温度変化

を防ぐため注射器は電気恒温装置で被覆し温度調節器で

孔内温度と同じに調節出来るようにしてある.又地熱

地帯で地熱熱量を測定するための計測機を試作したが

これはO.5mm･の黄銅板で箱状の容器大小2個をつく

り断熱材の発色スチロｰルをこの容器の間に入れ密封し

た外側寸法680mm×600m㎜×330mm肉厚30mm一

(断熱材の発色スチロｰルの厚さ分)の断熱容器を作っ

た.この容器の一ケ所に空気取入口ともう一ケ所に送

り出し口をつくりそれぞれに計測器を取付けるように

した.空気取入口にはファンを取りつけ送り込むよう

にした.第一回目の試作品は箱根早雲山地熱地域の

研究(地質調査所月報20巻2号に掲載)で使用しその

後改造型を最近完成し今後の研究で大いに期待がもたれ

ている.

4.採水器

温泉地下水調査には欠くことのできない調査器具の

採水器は従来のものはややもすると器具を孔内に挿入

する際撹乱されたり希望する個処の採水が出来なかっ

たり不安が持たれることがしばしぱあった.今回考案

試作したものはそのような不安定な事柄を解消する目

的で試作したものである･その構造は底蓋採水筒

上蓋からなっていて底蓋は重錘を兼ね採水筒は採水の

際底蓋と接しその面は42｡の角度ですり合せ加工され

ている･材質は底差上蓋とも採水筒と接する面は黄

銅材ですり合せ部分にプラスチックをはり付けてから

すり合せ加工され外径80m皿で仕上げてある.採水筒

は透明プラスチック材で外径80m血肉厚5mm長さ

450血mで両端は底差上蓋と接するため内側に48｡の

傾斜ですり合せ加工されている.又採水筒内には溜点

温度計を設置出来るようにしてある.

操作は重錘底蓋をワイヤで希望の深度まで静かに降下

させその後に採水筒をワイヤｰを通して底蓋までもう

一本の紐で降下させ底蓋までとどくと希望の深度におけ

る試料水が採水筒内に入ったことに校る.上蓋は別に

降下させるか採水筒と連結して同時に降下させるか

その時の状況判断で選択すればよい.この器具は沖縄

天然ガス調査長野県下静岡県下の温泉調査で使用し

好成積をあげている.

5.ロｰラミル

岩石の粉末試料を衝撃によらず2個のロｰラを平行に

並べ内側に回転させロｰラｰ間隙を自由に変えられる

様に設計し必要に応じた粒度の試料が得られるように

設計試作した.この粉砕機の一番の生命であるロｰラ

ｰは硬鋼材を材質としてこれにアトムロイ表面処理をほ

どこし超硬材として研磨したもので外径は152狐m

長さは254m･nである.動力源は無段変速機出力側回

転数100r･Pm･～300r･P.m.を使用し更にギヤｰで低速

機構とした.

以上試作品の数例について紹介したが最近は特に海

洋関係で試料採取に必要な条件を満すための器具を順次

試作し能率をあげており特に地質ニュｰス192号では

詳報として掲載したので省略する.
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第9図

採水器

第10図

採水器機構図プ
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